
情報システム学会誌 Vol. 9, No. 2 

JISSJ Vol. 9, No. 2  16 

 

新情報システム学序説について 

～人間中心の情報システムを目指して～ 

 

伊藤 重隆 

 

1. はじめに 

情報システム学会では，2014 年 2 月 28 日

に，書籍「新情報システム学序説」（以下，「序

説」）を新情報システム学体系調査研究委員会

編として出版した．当「序説」は，学会が考

える情報システム学体系について基本的事項

を取りまとめて記述したものである．ここで

は，「序説」出版までの経緯，基本的な考え方，

概要と今後の課題についてご紹介する． 

2. 経緯 

情報システム学会では，2009 年 5 月に学会

理念を制定した．その詳細は学会ホームページ

を参照頂きたい．制定した理念では，情報シス

テムが人間活動に極めて重要な役割を果たし

ている点を重視している． 

この理念を実現するために情報システム学

会では，情報システムの概念的枠組み，学問と

しての方法論の体系，あるいは社会的な影響な

どを広範囲に考察し，情報システム学を確立す

ることを使命にしている．この使命を果たすた

めに，新情報システム学体系調査研究委員会が

2009 年に設置され，新情報システム学体系に

ついて調査・研究を行ってきた．委員会では、

今回の「序説」出版により，これまでの調査・

研究の成果を社会に問う方針とした． 

「序説」出版までの最近の経緯は，次の通り

である．すなわち，2012 年 10 月~2013 年 3

月まで，既往調査・研究成果に基づき，出版内

容に関する構想立案と，序説出版計画を策定し

た．同時に序説執筆者を公募し，4 月に序説出

版プロジェクトを立ち上げた．詳細は略するが，

4 月~7 月に執筆者が各章の概要をまとめ，委

員会で討議後に執筆を開始し，9 月までに原案

を完成した．10 月~11 月には公募レビューア

も参加した原案レビューが行われ，最終原稿が

作成された．以降数回の校正を経て，今回出版

の運びとなった． 

3. 基本的考え方 

従来，「情報システム学」と称するものの内

容は，IT（情報技術）を中心に記述したものが

大半であり，情報処理，ないしは IT の使用法

に関する説明が行われている．これを，下記の

当学会が考える 21 世紀の新情報システム学体

系の基本的な方針に沿い，変革する． 

(1) 情報と情報システムの基本的な概念，本

質的な意味を明らかにする 

(2) 情報システム学をサイエンスとエンジ

ニアリングを包含した体系とする 

(3) 情報システム学を情報システム産業の

親学問と位置づけ情報システム産業の

発展に資する 

(4) 社会，人間に影響を及ぼす情報システム

について本質的な課題と対応の考え方

を明確にする 

 

また体系を考える上では，「人間中心の情

報システム」を意識したものとする． 
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上記の考え方に沿い，「序説」の構成は下

記３部構成としている． 

 

「序説」目次． 

序章 新情報システム学体系化の目的と基

本的な考え方 

第１部 情報と情報システムの概念 

1章 情報とは何か 

2章 人間の情報行動 

3章 人間はどのように情報システムをつ

くってきたのか 

4章 情報システム実現のための技術の発

展 

5章 現代の情報システム事例 

第２部 情報システムをどのようにつくっ

ていくのか 

6章 情報システムのライフサイクルと開

発方法論 

7章 情報システムに関係する組織 

8章 情報システムの企画 

9章 プロジェクトマネジメント 

10章 対象世界と組織活動のモデリング 

11章 問題解決技術と要件定義 

12章 情報システムの設計・実装・運用・

保守 

第 3 部 現代情報システムの課題 

13章 情報システム問題のケーススタ

ディ 

14章 情報システムの利用と評価 

15章 情報システムにおける倫理と法，情

報セキュリティ 

16章 情報システムの教育 

4. 概要 

(1) 全般 

情報システム学を学問と位置づけるには，

その概念と理論，歴史，実践の方法論を必要

とする．過去に情報システム学と言われたも

のの内容は技術論が大半で，情報概念等の理

論が欠落しているか，十分に整理されていな

いといえる．  

当学会で新情報システム学体系として整

理・討議した内容が，情報システム学と称す

る学問内容であると考える． 

上述したように，「序説」は，理論編(サイ

エンス)、実務編(エンジニアリング)、現代情

報システムの課題の３部構成とした．各章名

については前述を参照願いたい． 

 

(2) 理論編(サイエンス) 

第 1 部，情報と情報システムの概念では、

情報概念，人間の情報行動の基本モデル， 情

報システムの本質モデルと情報システムの

進化，情報システムから見た情報技術，現代

の情報システム例を中心に記述している． 

情報概念としては西垣基礎情報学を援用

し，情報を生命情報，社会情報，機械情報と

分類した．情報システムを考えた場合，コン

ピュータが対象とする情報は機械情報のみ

であることを示し，情報概念の考えが極めて

重要であることを明らかにしている． 

次に人間の情報行動モデルの原点は仮説

実証法（PDCA サイクル）にあり，PDCA

サイクルの各プロセスは発想，演繹，推論に

基づくと論じている．つづいて情報システム

の本質モデルについて従来モデルの弱点を

指摘し，マクナミンとパルマーが主張するモ

デルが本質的と考えることを示した． 

また，情報システムの進化について人間の

情報行動をベースとした法則を認識するこ

とが重要であるとし，現代の情報システムに

欠かせない IT の発展についても論じ，情報

システムが IT の発達に伴い深く人間の社会

活動に影響している事例を紹介している． 

 

(3) 実務編（エンジニアリング） 

第 2 部，情報システムをどのようにつくっ

ていくのかでは，理論編で論述した考えに

立って情報システムを導入，活用する具体的

な方法を述べている． 

その中心となる考え方は，「人間中心の情

報システム」をいかに実現するかである．情

報システムは人の誕生・成長・老化に例えら

れる．情報システムのライフサイクルは企画，

開発，運用，保守で代表されるフェーズから
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構成される．そして組織の活動が，情報シス

テムとして実現されると考える．情報システ

ムを具体的に開発する場合の代表的な開発

方法について「序説」では，たとえば，ウォー

ターフォール・モデルを紹介している．また，

情報システムが組織に大きな影響を与える

状況となっていることから，情報システムの

ライフサイクルから見た組織のあり方を述

べている．さらに，ライフサイクルの起点と

なり，組織の戦略にとり重要な情報システム

の企画のあり方についても述べている． 

企業は組織横断した事業を推進する場合，

プロジェクトを組成し推進することが一般

的である．情報システムを開発する場合もプ

ロジェクト体制を組んで推進することが多

い．「序説」ではその具体的な進め方につい

て，情報システム開発プロジェクトが人間活

動に依存する場合が多い点を考慮して論述

をしている． 

また，組織活動を情報システムとして実現

する場合モデリング手法を適用することが

情報システムのライフサイクルにとり最適

であるとの考え方から，「序説」では，大学

を例としてモデリング手法の適用例を紹介

している． 

情報システムは何らかの問題，たとえば，

運輸会社であれば配送時間の最適化と同時

にコストを最小にしたい等の解決を目的と

する．そこで「序説」では，問題解決への一

般的アプローチ方法と情報システム開発の

入力要件の決定方法について述べた上で，実

務編の最後には，情報システムを実現する方

法について具体的に述べた．これらを通じて，

実務編では，理論編で述べた「人間中心の情

報システム」に向けたアプローチを検討し，

具体的に論述した． 

 

(4) 現代情報システムの課題 

第 3 部，情報システムの課題は，社会の情

報化が進展すると共に情報システムに共通

して生じている問題を取り上げ，その解決方

法を提示した．まず社会的に大きな影響を及

ぼした問題について情報システムのあるべ

き観点から解決方針を示している．また，情

報システムがインターネット，電子カード利

用等を通じてサービスを市民へ提供し一般

化している現状について，利用と評価の面か

ら課題と問題点について論じている． 

現代の情報システムは IT の技術向上に

伴い，日常的に市民生活へ影響を与えている．

人間同士のコミュニケーションは対面でな

いことが多くなり，それに起因したリスクが

顕在化して新聞紙上に事案が掲載される，リ

スク社会になっている．そこで「序説」では，

現在の社会を考察してリスク社会の情報シ

ステムについて，倫理と法律面からの問題点

を論じ，解決の方向を示している． 

またサイバー犯罪のように組織の情報資

産が情報システムを通じて窃取，漏洩するこ

とへの対応として，情報システムセキュリ

ティ・マネジメントの具体的方法を論じた． 

上記に加え「序説」では，重要なテーマと

考える情報システム教育を論述した．従来，

大学の情報システム教育は理工系学部教育

に焦点が当てられ，IT 技術者教育に中心が

おかれている．そこで「序説」では，「人間

中心の情報システム」の視点から，本来ある

べき情報システム教育の基礎として必要な

言語教育，論理思考も含めたリベラル・アー

ツ教育が必須であるとの立場で，情報システ

ム教育の再構築を提言した． 

5. まとめ 

今回，情報システム学会では，新情報システ

ム学体系を示す「新情報システム学序説」を出

版した．本書の内容は，従来の書籍には無いも

のと自負している．今後は普及活動を積極的に

行うと同時に調査・研究を継続し，日本におけ

る情報システム学発展に貢献をしていく． 
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